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序

埋蔵文化財の発掘調査は県内各地で行なわれ、我々の郷土の歴史のあ

りのままの姿が、徐々にではありますが解明されつつあります。

国道103号大館南バイパス建設事業は、大館市から鹿角市に通ずる国

道の交通混雑の解消などを目的に計画されたもので、その一部大館市山

館~十二所聞は、すでに供用されております。この度、これに接続する

大館市山館~片山間を結ぶ路線が決定し、工事に先立ち本年度、上ノ山

1 . n遺跡、山王岱遺跡などの発掘調査を実施いたしました。本書はこ

のうち山王岱遺跡の調査概要をまとめたものであります。

調査の結果、縄文・平安時代の遺構・遺物とともに、時期不明ではあ

りますが、中世に属すると推定される火葬墓・空堀跡などが検出されま

した。中世の火葬墓は県内初見のものであり、該期の研究に寄与するも

のと考えらます。

最後に、本遺跡の発掘調査・概報作成にあたりご協力いただきました

関係各位・機関に対して感謝の意を表しますとともに、本書が郷土史解

明、埋蔵文化財保護のために広く活用されることを希望します。

IIs:f[l63年3月25日

秋田県教育委 ム一品

教育長 斎藤 長
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1 .本書:は、国道103号大館市バイパス建設事業に係る 1[II11遺跡の発tlHl調査概手liで、ある。

2. LlJ王岱遺跡の発抑制査は、昭和62年度に調査予定区の東側部分を実施したが、 n日手1163年度

以降には残る西側部分が行なわれる予定である。このため、本年度は調光幸li{Lj:を概報とし、

昭和63年度調査分も合わせて本幸11針を行う予定である。

3. 本書の執筆は、学芸主事大野憲Yi]が行った。

4. 本遺跡の発掘調査、概報作成に当たっては下記の方々から御指導 .1M]助古をいただいた。

記して感謝の意を表する。

国立lri長史民俗博物館教J受 古|珂成'11易 [jij助教授 阿部義-'r[

大館市企画宗市史編纂係主任 板橋範芳 IJ[ff:J市教育委員会社会教育課主任 秋元信夫
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1 .はじめに

( 1 )調査に至る経過

国道103サ大館市ノてイパス建設事業は、大館市山館一十二所i間が既に終わり供用されている

が、大館市片 11J~UI館開の全長7 ， 677mについては未着工である。この予定路線は、 111館から萩野

台までは東側の山地から連なる台地上を通り、荻野台より北阿部で、は市街地を避けてi[+1積地を

通って片 1I1の台地上に通す、るものである。路棋のうち 1I1在日から萩野台に至る間は、標高70~90

mの段丘縁辺部にあたり、!日刊U60年度の分布諦j交では 7遺跡の存在が判明している。またこの

うち昭和61年度には上ノ 1LJ 1・Il.官lf-1/j. U 1王岱遺跡の 4ケ所について範l:Jfj維認調査が行なわ

れた。範囲確認調査の際、 1I1王岱遺跡については、泣跡と推定される範IJ+Iの東側部分だけが行

なわれ、今回もその部分のみのi羽交が実施されたものである。なお、残るVli側部分については

昭和63年度以降に発掘調交が実施される予定である口

( 2 )調査の組織と構成

所在地

調査期間

調査対象Wi積

fi民主tl面積

調査主体者

秋田県大館市古jf- fj~:j勺 i 3番地、外

昭和62年 5 月 6 日 ~7 月 14 日

3. 8 90m2 

3. 4 50m2 

秋田県教育委員会

大野 憲司(秋田県~[R蔵文化財センタ

調査総務担当者 加藤 進(秋田県民I~蔵文化11ナセンター

i利五協力機関

高橋忠太郎(秋田県出版文化財センター主事)

秋田県土木部北秋田土木事務所

大館市企11m主!と編纂主

会tMt:iI:協議会

2. 遺跡の位置と立地

j古跡は、 J R京日本拠:J:J本市i!大un!，以のTHTHW4.3~4. 5kmに伏iit(し、 )dl日市街地の南京側には;

がる際í'i!j70~80 mの白地併のうち、 11土もTHの台地 1-に:ウ:地する。泣跡の所在する台地の京fWJは

Wf-j;'j沢によってjj/J~汗され、 PLî f!!lJ は池内JiIÍIÎ に杭く irl l桔地となっている。このため、 ~I勺(!jJ'I~ には、
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t.iに突き似た '1・ぬ;f，\を γする"Ëì地上の、i'!I.~;まく ιU.'i1lt Itが鍋脱するが.神怜のJI(-~t測

には大きなZE軸d1~;が伐(，している。 このため rf);IIJI!.'.の'1'llf:峻航jにおいては、 ζの:m分をし

て「事|釣船jの範1111としている。しかしながら今|刊|の刈N:紡*では、 J..ìiι~1\l.rM;I.外 l二 :l 条の

'h脳跡が検出されて必11.r印i釣餓Jの範11.はさらにJli.)くするものと.IM.われる.
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第2図 1・山王岱遺跡全景 2:調査区会最(東[>)
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ルトヨンベ7ーの，，'i1.'~行い.訓告1区~I:~f，からのtlt州りを開給する伊'，1.訟に.娩 1 を 1宇う tJ)L

S K 0'1が、 さら』二 1，・11 51 1 には 、 $1\例の~1:恥から I"JI，~q) I-.J/(が険出されたが.J毛)iÆ~の長舗に

III( ~どするような~!~り It'o l.. ttl;r i崎状尚;)が1'1'っているので.よれをSX05とする。fl)11811までに、

この胤辺でj罪状活情などを験tBしたが‘iff物はほとんど向上していない， 5月271Jまでに、説

先þqt~告にあるてRl!m.s 1> 09と‘やや中央寄りにある~lH跡 S 010の日iの担1111)り、 }泌1自Tをを

終える。この恒lには、 SE 121十回跡、 S1¥ (凶IJ，止な1-'から l'I'lJ2if)CfiI 11¥'1: したのみで‘ A物

(;1 111変わらず少な<. ~，ûl~の年代推定を附怖にしている また、 SX051;1稿作叫.，..1¥11;が級

1.1.1された。怜則lはボl'J必が火伴込のよ う で. S I\ O~ ・ 1 3 もfOOIrJ，と考えられ、日 XOl・13とする。

SD IOは J月食前íìのJlL.1Kから ・: r.:~~のil1い海l也となってお り 、'ヤ軸I!跡と 4Z えられていたものである

が. 説全の給恥、 'r' ~U11'.に e色、??均!純であるよとがl~J1 ，] 'j' ;:， s 0 1() 1'1.1 tの冷地鮒の怖伐 ・

'J~測をilf:める ' )j. その尚仰jのmぬi'J ・ ;û禍倹mに貯めたが. 6月1311にキリてもl仰向な遜傍

らしい遺I~を除mできない 6 1121 

日までに.~1f.1.(11"l!i;&から平安時

代の士沈SK25とt唱え:[1¥.代後開!の移

火(1:1，';'拘:s128を被mし、 Sf)Olの

会I(，iJ1~ り l、 げを紋統するれ 7 II11 U 

までに倹出した遺構の1，'， I't .定l)!IJ. 

写真媛55をほlj'終え.州11日までに

鋪足の調ftをli。て.今倒的合掘調

。の令てを終rした

本遺跡は、畑地として.FIIJ刊されて

いたために、地111，._ 1M 1でi生する よ

うな自IJ'1'を受けているl品川がある。

特に必11:1，(中央25II.Jtリ;1正りのた

め五銭で地111"':1'.まで削，"~ lt.量生

I1J段trJ!11MなどがむきfIIしのところ

もある。そのような中にあって.>>.;

本土I荷 |司である第 61刈 Iよ ，~1 1r. 1，{~t古r，

M B 591.J i!i:のものであるが.本来あ

ったと考えられる桝Ir:をぶしている。

窃 I同11:1.¥担当色のltfl't.で、 t圃語、ぃ

粁石をまばらに合む 銑2'-'iU布、県

~4図発繍調査前の状況{陶耳(1) )

.. -d 

115図発掘調査昆最



色土で、粒径0.5-1 cm未満の軽石を弱い H=85.800m 

霜降り状に含む。第 3層は黄褐~極暗赤褐

色の火山灰(軽石)層である。これが大湯浮

であると考えられる。所々厚さ 10cm近

くに堆積している部分も見られるが、平坦

部においては痕跡程度にしか残っていない口

第 4層は見た目にはチョコレート色を呈す

る黒褐色土である口軽石は含まず、よくし

まっている。第 5層は黒褐色土で、いわゆ

る黒ボク土である。縄文土器がこの層のよ

部あたりに散見される。第 6}麗は極陪褐色

第6図基本土層函

の地山i斬移層である口第 5層との境自が強く波打.っている口第 7層は黄褐~明黄褐色の地山土

である。地山土は場所によって、粘質土であったり砂質土で、あったり際層だったりして、一様

ではないD

4. 検出遺構と出土遺物

検出した遺構は、縄文・平安・時期不明に分けられ、その内訳は以下のとおりである。

縄文時代

竪穴住居跡 2軒 (S1 27・30)

平安時代

土坑 3基(S K 08A・B ・25) 

時期不明(中世に属する可能性が強い)

空掘跡 3条(S D 01 .09・10)

井戸跡 1基 (S E 12) 

フラスコ状土坑 1基(S K F 29) 

竪穴状遺構 1基 (SKI19)

?1'l状遺構 2条 (SD06・07)

竪穴状遺構 1基(S K 1 21) 

火葬墓 3基 (SX 04・05・13) 被火骨出土遺構 4基 (SXJ4・15・16・26) 

土 坑 2基(S K 11・24) 柱穴多数

出土遺物は少なく、まして遺構内から出土した遺物は微量で、ある。遺物は全て土器で、縄文

平安時代のものと、 2 点のみ中1lI~末頃の陶磁器の破)十がある。

以下、検出した遺構と遺物について、主なものの概111計を述べる。

6 -



縄文:t時代

純文PHt;:のj'lH昨l止，，il'WrA: q ，央-mi'il~にかけて11.\JlJJ Q) ¥1'.なる3;車協が険111された 治物は士

山を中・L、!こ して.。制作1.(111まう字体から少1.10ずつ11¥l'している

SI狗竪穴住居跡 .J11t1A•中央内慨にh'(j{~する j臨11111'"1ゾ('1;1増がの;.を倹1111..九行]lij')jj

ru;毛i壬1.1・の17.川影をV寸るようで、そのN'.I分がぬっていた が内側と1i例かに純IIIされた

;oJA;(石が'Ilけている 地III~同を』回り込んでいるのはか:;t~分のみのようで、 緩いすり fj.;JJ;1二偽

r でふ • 

_..' -r ， -7LtJ'  
担戸時. -;;~i-

lI!1図 調査後の全集 1・(開聞東 ) 2: (北西予)
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ち込んでいる。全体のプラン・柱穴は確認できなかった。石阿弥iの近くから中期後葉と考えら

れる土器片が出土しているので、該期のものであろう。

S I 27竪穴住居跡 調査区南部東側で検出された。 王子jfIi形は長任2.4~2. 7mのHI台円形を!liす

るが、北東側は平安時代の土坑 SK 25によって切られていて不明である。床治iは地山 ~rf:Liを 15cm

ほど掛り込んでいて|培平坦であるが、地山燥があちこちに出ており、たたき締められた状況に

はない口地床炉が、床面中央やや北東寄りにある。柱穴を床面から 2 個、 tì:l;jj~外から 3 11ril検出

しているが、本住居跡に伴うものか百かわからなし 1口定形土器(第27凶)がI何回開近くにほぼ正

62 
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第8図 グリット配置と遺構配置図
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:tしていた この土~の時期などから.-l>.m・;跡liít:lUH圭業のものと.osえられる，

S K F29フラスコ状土筑 凋合r~時l~t4t;;. fi地のb¥近くにあ句.S 1幻の1Ilにあたる， 11 

1量約1.1m、 ，i~lf.豹1.畑、深~O.fi，.でIIJif(1I形がフ勺 λコlA.を・止する J1R土ゆからZ1'1281110)1喚JOli両

部の外形上協が1il，cJ'，'1よ分かれてtLIlした よの 1)止のl時間1も、士総といlじものであろう、

‘1'-'i(1l.¥代

州:.)~に‘lι安lIf. ftの足H輯と考えられる bのは~ )，1;のみで、，1:J1Hベ中央~1~(":近し~千三・11)'代のæ

物fl J\j食l正中央からJヒ苦1>にかけて1I~1èO~ド 11'， 1 したが. l5t骨F担士'.'1'からのものが多い。

SK08A.B土筑 依初、縦士をf1'う1)，1;の 1:1/(としてt世間されたが.m1干のfl，*2つの士

第9図 SI30竪穴住居跡の石図炉{北東か)

Ij(の切り合いとわか。た

ものである、ぬいすりn
~J;の抱り込みで、 Ali怜

1')形、 sI.i四両院Jl.Lkh形

を引するえ ，f;>.î<と l 帥~~;

判、.先形 1:?:'iJ iを)'1'I・oJj

に f7み 、 ほの.~i}や峨が

焼けている

S K25土1瓦 調作1>(Iti 

m東側でS127を切って

いるI:Iitである"ll: ~ 

第10図 SI27堅穴住居織とSK25土坑(北東り}

9 



⑧ 

例 3弘7".

2.15・-縦約L7.の t~

h形を84し、 O.25mの

認さを41する節目E嗣

でI~Iのように 、 J:'r l 'l形

を箔くように以内色の

火111J五世認めた I.J ~.ft 

111起i障の火1111火かと思

われ、JII!l' ~，~，;!よ JIH/i

している里r，土中から

純文"，船主上倒rJう距形

L: ?:iJ'，が:t¥Jこした

S K I 19竪穴状遺機

~11r.1.(中央，~6で検出

したが、ふの部分111: 

取りによる凝乱が放し

ーー一一一 一ご一ー 事室主 〈全体のプラン令はl明
喜重量田 ー 引 H 主妻室主

一一 。 =ー号「帰依{こでSω、つfω3

戸一一一←o.X2，S・前線の崎長}j
第11図 5127竪穴住居Yi.5K25土筑

第12図 5K08A・8土筑(北t)

一10

1f~を 'I~.4-るnfflt'1tがあ

る。カマ ド守Uf主lP.で

さなかったがI lj東I~~に焼Jー

があり .ζニから 111傍受

JI~ Ut.'íの細川ーを t~:.ている。

偽IUIHI治信事

IIH~ . U.I' IUIを幻〉江できな

いiillltが1'r"tl6J!'と、柱穴

普段がある ζれらのJ県1:

'f1から遺物がM'.Iしていな

いためであるが.ょのほと

んどは中lU;に訴する地情か

と ~えられる

5 D01~1S跡 ，.t.J1t1垣内



古11 を t員断する於lfのItJ側にJ~ して1再築された令)AtI~A:である， この~分には、 台地 lk*~か ら小さ

なj尺が入っており、 - .tl~それを も利mする よろな Jf~で(~られたものであろ う. .tl;:J!L 民35mを倹

m したが、 F可側はn，'illl'll.Ji 

liJjにliiJかつて延ひLものと思

われる. 1てねf.H.O-4.:.・、

下幅約2.5・、i:I:l:< 1.2.でI~向

形は逆台形をYする ほ山IJ.

1駒子JI I.であるが‘ j也Jr~に?のう

ような形で東側にIi < f'，' i~ < 

なる。i!!i1111てrotli'lがが:)0.3.1;l.

ど必くなっている諸分がある

50ω空場跡 調企I'(Jtlio

にある雫縦F容で.ニ〈 郎や

倹出した。申11，吟tよイ、I~Jであゐ

が、JI1地形からする と.1'.Ooi 

1.;1: 6 m首iif:をあるものと 与えら

れる ，i票さIMl地点Illiから1

3c>であり、令体tこS1)01を少

し大さくしたくらいのもので

あろう。.Mft以外であるが.

~~胤制・の東側には 1: \:\~止の

尚まりが~，~有 している訓;分も

ある。

SDlO空場跡 訓告1>(中央

Jt泌を縦断する影でl主11¥され

た。 J同1i:liiiの状況で1.1)側に小

さな上廃状の;，':.ま りが仇叩て

おり.宅島I:，~請。 と 判断できたも

のであるが、射ってみたら({

外にi主いものであった 1・ω
釣7・、 ド鉛釣5・で.泌さは

*'11. S.である内r.:t.tb'(前iに

J
 

. ..• ... .1: :.曜、;jr

.1'一一JP;13図 SD01~渇踏土層断面Cl: t. ) 

第14図 SOOI~箱詰 1: (東t>) 2:(ifi) 

-11 



第 15図 501 0~~跡(i!!i[> ) 

第16図 5010笠沼跡(西[>)

s X 15 ・ 16l!t火.~f"i' nu '.;自|請

があるので、二れらのi吉備が

l持集される時には‘ TE現I~とし

てのf:i婦を*たしていなかっ

たものであろう。

5006・07滞状遺t草 川1t

Fく北部にtJF1 し.時r~j北をtR

す足tt露である。 IlJillíiJI~lj浅い

すり鉢状を'dするの

5 E 12井戸跡 鈎干tR北J市

内総にあるJ I・ïïr~;である。 防

法liliでの依W ，85-1.95問、

Iι1予1.15.-，1. 25111の制作I'Htを

4~L. 深さはギ) 2澗である。

地111段氏係府をI腐り込んでい

るが、現在、水11mない，JJL 

下部中央に1向iま60怖、前iさ53

畑の1111物を正なさせている。

矧 1'，は人為的(:J'j!.められた状

況を1 し、 i~仰 (.~ 1型形jて伐の

ilsJ.¥など数1・，がtHょしたs・|ι

'ti:時代の判。戸跡かも しれない。

第17図 SE12井戸跡 1 :(~t [> ) 2:(東[>)

- 12 



@ 

AO一一

H =78.000m 

A 一一

第18図 SE12井戸跡

S K I 21竪穴状遺構 S DOlによ

って、南側大部分が切られている浅

い竪穴状の遺構で、出入口のある竪

→ B 穴住居跡の可能性もある。

S X05火葬墓 調査区北部で検出

された 3基の火葬墓のうち、最も遺

存状態の良かったものである。平面

形は隅丸長方形(長軸1.25mX短軸O.

- B 75m)を呈する。確認面からの深さは

17cmで、底聞から壁面にかけて非常

によく焼けている。また、長軸に略

直交して、 [IJ高15cm、深さ o-22cm、

長さ 2mの溝が取り付いている。墳

と溝の交わる部分においては溝の方

が深く、その壁も良く焼けている。

人骨は頭部を北に、足を南にした横

臥屈葬の形を取っている。残ってい

る骨の大きさからして成人のものと

思われるが、男女の区別はつかない。

人骨の下及び周囲に炭化した木の校

や炭が多く見られ、壁面にもワラ灰

状の痕跡があったことから、この人骨は、この墳の中で火葬され、そのまま埋められたものと

考えられる口この工程を推定してみると、①~⑤のようになるものと忠われる。①隅丸長方形の

土墳と、これに直交するような慌を堀る(溝が土墳と重なる部分では、講を深くする)。②in~底

に新木を並べ、壁にはワラなどを置く。③遺体を薪木の上に安置する。④薪木に火を放ち茶見

に付す。⑤燃え終えた後に周囲にある土を組める。 SX03・04も含めて副葬品等は全く出土し

ていないが、火葬墓の上而は1:1lIの耕作によって自Ij平されており、上部に何らかの副葬的な遺物

があったとしても、移動されてしまっているものと忠われる。

S X04・13火葬墓 S X05の東側に位置する。 2基とも人骨等の遺存状態は良くないが、 S

X05とIliJ様の火葬墓で、ある。

S X14被火骨出土遺構 j;)日正区北部で、検出された?II~状遺構の中に火熱を受けたと思われる骨

が、一塊りとなってHJ，土した。?TlJC;!:}¥3立構は、長さ1.6m、1iiUO.35m、深さ0.2mで、あるがjまi而及び

- 13 



第19図 SX05火拐事 1・2・4:{北町) 3: (i百 } 

- I ~ 

時tIhIは-!lけておらず、この中

で火を於いた跡はない

S X1~直火骨出土i量制

S J) J(I"-十制跡の"tlilJ Itj~需で

s X 15と験 IJ{:。τ検出され

た 'I'Jii形11Iff! 1. S.の円形

を'il寸る "，引いE何事)1自の

ドiの中からす1・がj*:化物と -m

にmJこするが.ζの;\l~分は i~

<P'Iλでおり、 J正前iliど炭化

物が事ぃ ζの眼前Jfo:どt;-f

火熱を，~けた袋持もあるが‘

m土 LI~併がよ 、ニで娩かれた

のか.j也"1"で地かれたものが.

ぷ化物と - ~I'iにニょに移動さ

れてJ哩められたものか1'1)然と

しなL'0 1'l'，様化物がHUす

る後I喝の外側1:21)-25惜のil.¥

い訴状になフている mLt 

た"'tにIl)..:，刊のものは少なく 、

4由民が多L'1" 

s X 15被火骨出土遺備

S X 1 自の~tq(IIIJに似してい

るがま青IA関係Jl小J9)である

やは H符が4品~ . tt上と-tr，

に約お怖のりさでH川.ιてい

る。やはり古 λ16とHじで、

.*11.1:した切にk明のものは少

なく、者111'，が~い !

S X26被火骨出土i量燭

.ii 1'iI>< IIi忽!I!結の合任.h¥辺

に(.iJーする ε ~，iぃ外向にあり



• 

• 

i占 rn}~i~ ，ま良くないが、 .nが ~'i 1 

m:l二しており、繊li~líl iや喰の 古，;

が焼けているので、あるいは。S

X05~ どと，，;]係の火作法である "f

ú~f'1 がある内

SKll・24土i克 SX 15の~I;ft!J 

s 1) 10の峨Illi&びその l'絡で険wt

された 余付、の JI~.jj( I;t~，f;Lな どで

判然と Lないの

柱穴霊平 品iJ1f:j血l，z仲f;1I)s O() I "'~ 

.i!~lf~;の耐測で、他の泊i分で IJli，ら

れないく句い多(;It，¥が検出され

た 地111段 lî'，~~"Ì a-恥iり込λでお

り、プランの判然としないものも

あるが.おおよそは、作あるいは

;11が20-40<:"のn，どで~~さは 10-

30哨のものが多い、t!Ii玩住ill物跡

になるものもあると141われる治仁

未だそのブランを剣 ，i~L ていない。

/B土逃物

m.l:泌物で、おおよそのj毘に似

If.tできたものはfAj26-2814の3}.'，(

のみである。z6は S127略火I.I'.J，.;'

跡;のrlcluiに百:.'iしていたもので、

車目文1時代後期中古I~ (}) 't:'~( JI手t..?'~であ

ろ.うか 271.t S Kド29ソラス;11)(

土JjUJ'JのsI':I中から.'111・したi枝川

地咋延fTしたものである。この向上

状況かちすれば、この 1:(.~ I.j: 、 1'， 

JjLが恨められるl~j(;!lW:1例{主あ

ったものがパラパすになってしま

ったものと帝えら iLる。 縄文 11年 (~

第20図 SX04・13火事事纂(束[>)

~21 1ID SX04・13火事事纂{南1>)

第22図 SX04火事事事S(東1>)

、~
刷 圃聞

第23図 SX14被火骨出土i量構(酉t)
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1晩寵期'梢両買繋Eの羊街状文が施きtれtたi鉢t形士2詩sである.袋お;(は主忌，¥1)ω8抽か.ら出:士tト今Lた土師芯1“f
縦自郎~r，加M町川l怜恥恥.糸切緩 Lで.内曲JI主 I 本なへうミ方キがぬされている，

E品 ‘

第25図 SX16被火骨出土i章構<*c) 11124図 SX1S.16.'被火骨出土遺婿(北c) 

世 .芳ぞ「sah世帯--

.??山、ぞhfpf・
・.・b

~ .， 

4

・' 
‘ 、d、1‘

咽. 

• 
~_. ..4 . ¥......，. ..1 

第26図 調査区醜歯車柱穴甥検出状況(葡東1>)
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第27図 5127出土土曇

第28図 5K29出土土録

第29図 SK08A'8出土土器

5 まとめ

今1"1の111l'岱i世跡のう色州議J~自主、 111H! 162 {ド 5 月

6H-7}!14日まで実線さ11..， f必の必1昨・遺物

が倹111~れ~ :JiJーした 調資刷b'H.t3，450m'であ

る

険/Uilll悼

縄文II，H~ 模火ft.肘湖、Z粁 7号λコ状.!))L

1 ~，I， 

・l'官;1時代 t坑3底畷J(tl¥i世情 I)品

供出H、1'1 ( IjJ 肢に訴する "f(~作が蝉lい} 空総

IIU:i監物

日事3粂 1t-戸跡lAt 火体処3P.i

t罪状iiif韓2~ 'l.~火fJ;Æ情 1~

純火副会m土遺構4~~ I)JI 211， 

H穴多数

11¥ 1・した漬物1;1，コンテナ IiîÎ と ~I'ii\'に少ない。

縄 t' 'I"tc;時代のJ:l':iが少量ーずつ111Lしている。

r IkIllMの，t'll止純館jによれば、 UIl' 1汗.iii跡内紛

lょf!!1制する LI 古 ~判1:地以ぴそのボー』じに控1る??引II

跡をもって、中111: 池内総仙の肘向m・としてJf，耳

釣自立J の名将、かj.J されているの 4・曲i的には IIi ~t約 120・‘ ~Ú叫約85mのtu~の』じ I'ljli~に j毛さf.J45æ、

位約25・の裂:U :~U培、I.J < li1泌のものとされている。これが、今恒lの溺な11.ひ11品.ft16Z司7)j 15・16

日に行金われた後l川....2訓告によって.日，Id申Hf: llWIよ~Qむ全掘のJじ~来にかけて折た仁 3

1:の雫場跡の/1れ:寸る 4 とがわかった。 従って、 fimtßJ は、 ~t紋を3車両1ょ，[る S D09喰続

的。とその延長線をもって，'f'JlI.な台地の~tを ~flるものであると推定できる。 それは、Itj~ヒ事~400m ，

Jl!1制約3(削mで、 l札Ithl(']を，:'Sさとするl略てす!辺二111形t-A寸る(第31蛍)ものである。

中111に以するとJrえられる Hiの火線議 (SX04 ・ O~ ・ 13) (立、いずれも崎中制h線にほ火す

るような泌状の似りjilみを11白うe ニの滑.{).、のlIl¥1)込ムの喰I;t、峻喫{二近い滞分では掛iい火熱の

ため焼けており、峨とー体の仕事と Lて撮られたものである包織内で築箆にf.tす際の通If¥iei主
'・3

のi22却を~~たしていたものと年えられる。 同納の;n1.11 t"i LI本に多く、，;(miJ(.f J長陣IJ;C三司良県

17 



(註 3) (.iJ: 4 ) 

横尾墳墓群、奈良県谷畑遺跡などに見える口また、被火骨i'l1土遺構としたものは、火葬施設か、

あるいは他の場所で火葬・拾骨し、焼土やjえなどと一緒にlln納した火葬基のいずれかと考えら

れる。

註l 秋田教育委員会『秋田県の中1":城館J秋田文化財調査幸lifiJ書第86集 1981 (U日干1156年)

註2 (財)長岡京市埋蔵文化財七ンタ- r 長 1;(;]京市.FI!.蔵文化財司I~J査報?it 芹 j 箭 2 集 1985 (昭和60年)

註3 富田勝功・田阪 仁「三重県・横尾m墓群Jr~史手'1'占 j 第 14在日サ 1986 ([1131'1161年)

註 4 白石太一郎・田i校正日目「榛原町萩!京・谷畑中1":基地の前l査Jr青陵jNo24 樹脂〔考-，'，学研究所

1974 (昭和49年)
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